
千葉市液状化対策推進委員会
― 第６回 ―

日時：平成２６年８月２１日（木）

１４：００から

場所：美浜区役所 講堂

1

議 題

モデル地区の事業計画案

2



対象地域(P1) 3

第5回委員会の課題(P1) 4



実証実験の区域 5

実証実験の計測機器(P2) 6

開始～1ヶ月 1～3ヶ月 3～6ヶ月

地下水位計
暗渠による地下水位低下と
Fsc層の水位変化の関係把握

7 毎日 1週間に1回 2週間に1回 自動収録、1時間毎

間隙水圧計
暗渠による地下水位低下と
Fc2、Acs、As1、As2各層の
水圧変化の関係把握

8 毎日 1週間に1回 2週間に1回 自動収録、1時間毎

層別沈下計
暗渠による地下水位低下と
Fsc、Fc2、Acs、As1、As2各層の
沈下量の関係把握

2 毎日 1週間に1回 2週間に1回 手動観測

変位杭
暗渠による地下水位低下と
地表面沈下量の関係把握

33 毎日 1週間に1回 2週間に1回 手動観測

排水量 暗渠からの排水量の把握 2 毎日 1週間に1回 2週間に1回 自動収録
雨量計 現地の降雨量を把握 1 － － 自動収録、1時間毎

計測工 目的 台数
計測間隔

備考



実証実験の平⾯図(P2) 7
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実証実験のフロー(P2) 8



⽔位観測位置図(P3) 9

東
京
側

千
葉
側

⽔位観測結果(P4) 10

8/1現在



実証実験の断⾯図(P5) 11
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2012/7 2013/6の累積降⽔量と地下⽔位の関係(P6) 12
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2013/7 2014/6の累積降⽔量と地下⽔位の関係(P6) 13
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間隙⽔圧計観測位置図(P7) 14

東
京
側

千
葉
側



間隙⽔圧分布(P7) 15

水位低下後は間隙水圧の変化は小さい

間隙⽔圧計観測結果(P8) 16

8/1現在



間隙⽔圧分布(P9) 17

層別沈下計位置図と結果(P10) 18

計測点
8/1時点での沈下量(cm)

地表面(cm) Fsc(cm) Fc2(cm)

C1 1.51 1.06 0.53

C2 1.14 0.84 0.28
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層別沈下計 C1(P10) 19

層別沈下計 C2(P10) 20



地表⾯沈下計(P11) 21
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地表⾯沈下計 模擬建屋(P11) 22

W3の水位



地表⾯沈下計 ⽮板内側(P11) 23

地表⾯沈下計 ⽮板外側(P12) 24



⽇排⽔量と累積降⽔量(P13) 25

降雪

大雨
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⽇排⽔量と累積降⽔量(P13) 26
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累積期間の違い(P13) 27

排⽔量の検討(P14) 28

k=5.0×10-9m/sec

当該地には不透水層であるFc2が存在する。
粘性土の透水係数に依存すると考えられる。
Fc2の鉛直方向の透水係数をｋｖ＝5.0×10-9m/sec
290日の期間(排水量の観測期間)とすれば、
Qp= kv×((H1-H2)/H2)×43.2×22×3600×24×290
＝5.0×10-9×(2/4.5)×2381322240
＝52.9 m3



⽔質分析(P15) 29

凡例

●矢板の内側と外側で水質は異なる
●矢板外側は降水起源の表層地下水
●矢板内側は海水の影響を受けた
深層地下水

効果検証に⽤いたボーリング(P16) 30

本資料は個人情報保護のため画像処理を施しています



効果検証の⽬標値(P16) 31

対策効果(P17) 32



対策効果(P17) 33

沈下マップ(P17) 34

実験区域



表⾯波探査測線(P21) 35

S波速度の変化(P21) 36

速度位置が上昇



沈下計算の条件(P22) 37

単位体積重量

Cv曲線
e-logP曲線

有効上載圧と圧密降伏応⼒(P22) 38

粘性土は過圧密状態にある



Δe法による沈下計算での検証(P23) 39

Δe法による沈下計算での検証(P23) 40

C1C1



Δe法による沈下計算での検証(P23) 41

C2C2

間隙⽔圧を考慮したΔe法による検証(P24) 42



間隙⽔圧を考慮したΔe法による検証(P24) 43

C1C1

間隙⽔圧を考慮したΔe法による検証(P24) 44

C2C2



連成解析のモデル(P26) 45

連成解析のモデル(P26) 46



連成解析のモデル(P27) 47

連成解析に⽤いた物性値(P27) 48



連成解析に⽤いた物性値(P28) 49

物性値の設定根拠(P28) 50



解析結果(⽔位線の変化)(P29) 51

解析結果(地下⽔位の変化)(P29) 52



解析結果(⽔頭分布)(P29) 53

半日後 10年後

解析結果(鉛直変位)(P30) 54

60日後



解析結果と沈下量の⽐較(P31) 55

C1

解析結果と沈下量の⽐較(P31) 56

60⽇
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排⽔量の検討(P32) 57

60⽇

C2
実験区域 A=0.09504ha(43.2×22m2)
実験期間（2013/10/17から2014/7/31）の平均排水量
No.1立坑 Q1=0.001044m3/min
No.2立坑 Q2=0.00079m3/min
実験区域の排水量 Qt＝0.002088 m3/min(安全側にNo.1立坑からの排水の2倍)
1haあたりの排水量 Q=0.02197 m3/min

排⽔ポンプの検討(P32) 58
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C2
A1区域の面積 A1=3.2ha
A2区域の面積 A2=1.6ha
A3区域の面積 A3=2.3ha
ここで、1haあたりの排水量から区域ごとの排水量は以下の通り。
A1区域の排水量 QA1=0.070m3/min
A2区域の排水量 QA2=0.035m3/min
A3区域の排水量 QA3=0.051m3/min
各区域の排水量は少ないが、暗渠の勾配を確保する面からA1とそれ以外の区域に区分する。
A1区域の排水量 QA1=0.070 m3/min
A2＋A3区域の排水量 QA2+A3=0.086 m3/min

ポンプ規格選定の基本条件は以下の通り。
排水量 Q=0.086m3/min
吐出側レベル -1.200m (吐出レベル HWL:-1.200m)
吸込側レベル -4.00m (ポンプ施設 LWL:-4.000m)
圧送管延長L=20.0m (余裕考慮)
ポンプ台数 2台 (うち1台は予備)
運転方式 2台単独交互運転

ポンプ仕様は以下の通り。
形式 着脱式水中ポンプ
口径 50mm
吐出量 Q=0.086m3/min
全揚程 5m
出力 0.4kW
周波数 50Hz
台数 2台(うち1台は予備)



ポンプの使⽤電⼒(P33) 59
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2箇所の年間の電⼒料⾦は68,620×2＝137,240円

メンテナンス計画(P33) 60
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メンテナンスにかかるコストの検討(P33) 61
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C2ポンプ2箇所、30年間

事業計画案(P34) 62
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排⽔区画割平⾯図(P36) 63
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